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Linked Dataから得られるリソース間関係に着目した
情報拡張手法の提案

大西 可奈子†1 小 林 一 郎†1

本研究では，Linked Dataを用いてユーザの興味に関連する情報を提供する，新し
い情報拡張手法を提案する．具体的には，ユーザが興味を持つ文章の内容を最もよく
表わしている語と，それに強い関連を持つ語について，Linked Dataを用いて二語間
の関係を説明する情報をユーザに提示する．さらに，取得した情報が持つ関係と同じ
関係を持つ情報を Linked Data を用いて取得し，それを拡張情報としてユーザに提
示する．これにより，ユーザの興味に基づいて情報を拡張し，提供することを可能に
する．

An Information Enhancement Technique
Focusing on the Relationship between Resources
obtained from Linked Data

Kanako Onishi†1 and Ichiro Kobayashi†1

In this paper, we propose an information enhancement technique. The tech-
nique provides a user with the information that she or he interests. Concretely,
the technique provides a user with the information about the relationship be-
tween two words through Linked Data, one of those is the word which expresses
the content of the sentences the user interests and the other word has a strong
relation with the former word. Furthermore, it obtains the information which
has the same relation to the obtained information through Linked Data, and
then the obtained information is provided to a user as a piece of enhanced in-
formation. Through this process, based on a user’s interest, we can enhance
information and provides it to the user.
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1. は じ め に

近年，大容量かつ多様化するWebドキュメントをどのようにして有効に扱うかが大きな

課題となってきている．そこで，この問題の有効的な解決方法に成り得ると考えられるメタ

データやセマンティック・ウェブの技術が，現在改めて注目されている．セマンティック・ウェ

ブは 1998年ごろに Tim Berners-Lee氏によって提唱された技術 1)であり，従来の HTML

では伝えきれなかった，語彙の意味なども記述できる XML、XML Schema、RDF、RDF

Schema、OWLなどから成る．セマンティック・ウェブが注目を浴びる中，セマンティック・

ウェブ技術のひとつとして Tim Berners-Lee氏が新たに提唱したのが Linked Data2)3)で

ある．これまでのセマンティック・ウェブが，クラスすなわちオントロジーに焦点を当てら

れていたのとは対照的に，Linked Dataではインスタンスすなわちリソースに焦点が当て

られている．Linked Dataは，外部から参照可能な RDFデータで，個々の RDFファイル

は唯一つの URIを持ち，その RDFファイル内にはひとつのインスタンス（事物）に関す

る記述がされている．それらのインスタンスが属するクラスは，オントロジーによって定義

される．従来のドキュメントは読み物であり，クリックすることにより別のページに飛びリ

ンクをたどることができるが，ハイパーリンクによって結ばれていない情報を得ることはで

きない．そのようなデータ間を関係に基づくリンクで結ぶことにより，異なる領域にわたっ

た質問を可能にするなど，個別のデータがより有用なものとなった．

主要な Linked Data のいくつかとして，すべての国の地理情報，および 800 万の地

名を Linked Data で記述した Geonames4)，音楽のメタデータデータベースである Mu-

sicBrainz5)，概念辞書であるWordNet6)，Dbpedia7)などがある．DBpediaは，Wikipedia

から構造化された情報を抽出し，その情報を Web で利用可能な RDF の形にして提供し

ているものである．抽出した語彙には、それぞれ URI が与えられており，その URI に語

彙の概念や，固有名詞が持つ情報などが記述されている．例えば，Wikipediaの Tokyoに

対応するデータは次の URI，“http://dbpedia.org/resource/Tokyo”で表現され，そこに

は”Tokyo”の街としての概念だけでなく，同時に国土や人口などの数値データも記述されて

いる．Wikipediaの膨大な語彙から作成されるため，その数は英語版でおよそ 150万と膨

大である．本研究では，このようにして日々作られている膨大な Linked Dataの有効な活

用法として，ユーザが興味を持った文章を対象に Linked Dataを用いてユーザに提供する

情報を拡張する手法を提案する．なお，本研究では幅広い分野の文章を対象としているた

め，知識獲得には語彙の豊富な DBpediaを利用する．また，SPARQLクエリによる知識
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獲得の実行速度の問題から現在は DBpediaのみを利用しているが，将来的に実行速度の問

題などが解消されれば，すべての Linked Dataを対象にしたいと考えている．

2. 関 連 研 究

検索エンジンの開発において Linked Dataを利用した多くの研究がなされている．その

ようなものに，Swoogle8)，Watson9)，SWME10)，Sindice11)などが挙げられる．検索エ

ンジン以外では，コンテンツを Linked Dataと結び付けるアノテーション技術により，検

索精度を従来よりも高める研究も数多く報告されている．例えば BBCは，BBCのコンテ

ンツを Linked Dataで記述し，DBpediaや MusicBrainzとリンクさせるシステムを開発

している 12)．対象コンテンツをビデオコンテンツに特化したものとして，彼らはビデオ

データのための意味検索を容易にするための手法を提案した 13)．ここでWaitelonisらは，

アカデミックビデオサーチ Yovisto14)のサーチインデックスを適切な DBpedia リソース

にマッピングする方法を，八つのステップに纏めた．また Bernhardらは，ユーザが簡易メ

モを入力すると，システムが潜在的に関連があると思われる DBpediaリソースをランク付

けして提示するビデオアノテーション手法を提案した 15)．さらに，セマンティックデータ

のマッシュアップアプリケーションとして Linked Dataを使う事例も報告されている．例

えば，Aastrandらは，意味的な背景知識を DBpediaを通して利用することにより，コン

テンツをより容易に分類する手法 16)を提案した．また，DBpedia Mobile17)は，GPS情

報を用いて携帯にユーザの位置情報に加えて，その位置情報に関連する情報を DBpediaか

ら取得しラベルやアイコンで表示する．地理情報と Linked Dataを用いた研究には他にも，

沿岸エリアと失業率などの統計変数との間にある関係を分析した研究 18) 等がある．これ

らの研究はいずれも実際に記述されている物・事（リソース）に対して，Linked Data を

用いて，そのリソースに関する追加情報を取得することにより，検索を容易にしたり情報拡

張を行うものである．本研究では，あるリソースに対する追加情報を取得するだけでなく，

ある文章に記述されている二つのリソース間にある「関係」を取得し，ユーザに提示する．

加えて，それらと同じ関係を持つ別のリソースを取得し，その情報もユーザに提示すること

により，ユーザの興味に沿った情報拡張を行うことを目的とする．

3. 情報拡張手法

3.1 システム概観

本研究で提案する情報拡張手法を実現するシステムの概観を図 1に示す．

図 1 システム概観
Fig. 1 System overview

システムの処理の流れを以下に説明する．初めにユーザがWebページに記述されたある

文章の中のある一部分に興味を持ったと仮定する．この時システムはまず，その文章の選択

された範囲の内容を最もよく表わしていると考えられる名詞をひとつ抽出する（À）．こ
のような名詞を「内容語」と呼ぶことにする．なお，この名詞の抽出方法は次節
にて詳細を述べる．この名詞は一つ目のリソースとなり，今後そのリソースに対す
る URIが参照される．例えば，その名詞が「Tokyo」だった場合，Tokyoに与え
られている URIが指す RDF内に記述されているデータを解析し，ユーザが興味
をもった一部分より得られる知識の抽出を行う．
しかし，RDFは必ずDomain, Property, Rangeの三つ組で記述されているため，
リソースが一つ決まっただけでは特定の知識を抽出することはできない．そこで，
その名詞に対してのその他の名詞の関連の強さ，および重要度を求める（Á）．重
要度の算出方法は 3.3節にて詳細を述べる．この時，重要度を数値化したものが最
大となる語を内容語の「関連語」と呼ぶ．ここで，内容語と関連語の関係を見つけ
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るために，内容語 URIが指す RDFデータの中に関連語を含む知識を探す（Â）．
その知識にしたがって，システムは RDFクエリ言語 SPARQL19)クエリを自動
作成し，エンドポイントを通して Linked Dataにアクセスし（Ã），土台語と関連
語に関係する知識の抽出を行う（Ä）．ここで抽出される知識は RDF言語で記述
されているため，必ず「関係」を持つ（Å）．本研究では，その「関係」を持つもの
で，かつ内容語を含まないものを拡張情報とする．ここでもシステムは，SPARQL
クエリを自動作成し（Æ），再度エンドポイントを通して Linked Dataにアクセス，
必要な知識の抽出を行う．
なお，本研究では対象文書に含まれる名詞のみを利用した．これは，本研究では
最終的に RDFファイルを扱うため，RDF記述と親和性の低い形容詞などは利用
せず，リソースやプロパティ名となりやすい名詞のみを利用することが，本目的を
達成する上で単純かつ効果的であると考えたためである．

3.2 内容語抽出

本研究では，「何度も繰り返し言及される単語は重要な単語である」という仮説
を立て，ユーザが興味を持った文章を最もよく表わしている単語は，文章中におい
て何度も繰り返し言及されている単語と考える．また，「重要な単語は一箇所に偏
らず文章全体に現れる」という仮説を立て，文章中に頻出し，かつ文章全体に万遍
なく出現している名詞が，ユーザが興味を持った文章 Dを最もよく表わしている
名詞であると考える．
そこで，文章 Dに含まれる名詞集合を N = {n1, n2, ..., ni}とする．N は語の
重複を許さない名詞の集合とする．また，ある名詞 の文章 Dにおける出現頻度を
fD(n)，ある名詞 の文章 Dにおける出現位置を pos(n) = {p1, p2, ..., pfD(i)}と表
わす時，名詞 nのバラつきの程度W (n)を不偏分散を用いて以下の式で求める．

W (n) = y =
1

(fD(n) − 1)α

n∑
i=1

(|pi+1 − pi| − p̄)2

これは，「単語 nが出現する間隔が，文章 Dを単語 nの出現回数で割ったもの（単語間の

距離の平均）に近ければ近いほど，ある単語 nが文章 D上で最も均等に散らばっている」

と考えられるためである．ここで， 1
fD(n)−1

を α乗しているのは，本研究の趣旨から出現回

数を強く考慮するためであり，αは経験的に 3とする．また，pは以下の式で表わされる．

p̄ =
X

fD(n)

ここで，X は文章 Dに含まれる全単語数を表わす．すなわち，pは nが最も均等に分散

した場合の単語間距離を表わしている．W (n)は nが広範囲かつ均等に出現している時，最

小となる．したがって，W (n)を最小とする nが文章 Dを最もよく表わしている名詞だと

言える．本研究では，そのような名詞 nが文章 Dの「内容語」となる．ここで，名詞集合

nをW (n)に基づいて昇順に並べ替えたものを新たに N = {n1, n2, ..., ni}とする．
3.3 関連語抽出

次に，3.2節で抽出した内容語に対して関連語を見つける手法を示す．関連語とは，文章

D中に出現し，内容語と強い関連を持ち，かつ重要だと思われる名詞のことである．本研究

では，内容語との関連の度合いは相互情報量を用いて表し，重要度は単語の出現回数の平方

根を用いて表す．したがって，内容語に対しての関連語らしさK(nk, nl)は以下のように表

せる．

K(nk, nl) = I(nk, nl) ×
√

fD(nl)

ここで，I(nk, nl)は内容語 nkと関連語候補 nlの相互情報量であり，次の式で求められる．

I(nk, nl) = log
p(nk, nl)

p(nk)p(nl)
(nk ̸= nl)

ここで，

p(nk, nl) =
fD(nk, nl)

X
, p(nk) =

fD(nk)

X
, p(nl) =

fD(nl)

X

また，X は文章 Dの名詞総数を表し，fD(nk, nl)は nk と nl が同時に一文に出現する頻

度を表す．これは，「ある二つの単語が一文に同時に現れた時，その二単語は強い関係によっ

て結ばれている可能性がある」と考えられるためである．したがって，I(nk, nl)が大きい

ほど nk と nl は強い関係で結びついているとみなせる．

ここで，ある内容語 nk について，その他のすべての名詞のK(nk, nl)を求め，K(nk, nl)

について降順に並び変えた集合をN ′とし，K(nk, nl)を最大にする名詞 nlを関連語と呼ぶ．

3.4 関 係 抽 出

これら二つの名詞を基に，関係の抽出を行う．まず，行列の要素 Tij(i = 0, 1, 2; 0 ≤ j ≤
m − 1)が {0, 1}をとる以下の行列を定義する．
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図 2 知識抽出アルゴリズム
Fig. 2 Knowledge extraction algorithm

Tij =

 T00 T01 · · · T0m−1

T10 T12 · · · T1m−1

T20 T23 · · · T2m−1


この行列は，内容語 nの RDFデータに記述されている関連語を含むすべての三つ組に対

して，domain に関連語を含む場合は T0j = 1，property に関連語を含む場合は T1j = 1，

rangeに関連語を含む場合は T2j = 1とする．

関係の抽出は行列 T を使って図 2に示す流れで行われる．

この時，行列 T が「(
∑

T1j ≥
∑

T0j) ∧ (
∑

T1j ≥
∑

T2j) （図 2における条件１）」を

満たす時，すなわち抽出した関連語が propertyとして多く記述されている場合，内容語を

リソース，関連語を含むプロパティを関係として，知識の抽出を行う．

または，行列 T が，「(
∑

T0j ≥
∑

T1j) ∧ (
∑

T0j ≥
∑

T2j) ∧ (
∑

T0j < α) または，

(
∑

T2j ≥
∑

T0j) ∧ (
∑

T2j ≥
∑

T1j) ∧ (
∑

T2j < α) （図 2における条件２）」を満たす

時，すなわち抽出した関連語がリソースとして多く記述されている場合，内容語をリソー

ス，関連語をもう一つのリソースとし，その二つのリソースの間にある関係を抽出する．こ

こで，関連語が文章の特徴を表わさない単語だった場合，どの文章にも頻出する単語と考え

られるため
∑

T は非常に大きな数値になると想定され，これは期待される単語の抽出がな

されない．したがって，予備実験の結果を踏まえて，現在のところ αを経験的に 40とした

が，αは対象領域に依存して決められる．∑
T = 0となった場合は，3.2節で求めたK(nk, nl)が nl の次に大きい名詞について行

列 T を求め直す．すべての n について
∑

T = 0 となった場合は，3.1 節で求めた W (n)

が，nの次に小さい名詞を新たに文章 Dの内容語とし，N ′ を求め直す．

3.5 クエリの作成

関係知識を Linked Data を用いて抽出するための QUERY は自動で作成される．

なお本研究では DBpedia へは，RDF クエリ言語 SPARQL を使い，エンドポイント

http://dbpedia.org/sparqlからアクセスする．

前節において関連語を含む propertyが解析対象であると判断された場合，ある文章から

抽出される知識は「リソースR（内容語）に対して，関連語を含む関係（property）Pを

もつリソース」になる．したがって，文章 Dから抽出できる知識は，SPARQLのコマンド

で表現すると，� �
SELECT ?hasValue WHERE { ⟨R⟩ ⟨P⟩ ?hasValue }� �

または，� �
SELECT ?isValueOf WHERE { ?isValueOf ⟨P⟩ ⟨R⟩ }� �

で求められる．

前節において関連語を含む domainまたは rangeが解析対象であると判断された場合，文

章 Dから抽出される知識は「リソースR（内容語）が、その他の関連語を含むリソースR’

との間に持つ関係（property）」である．したがって，文章 Dから抽出できる知識は，
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SELECT ?property WHERE { ⟨R⟩ ?property ⟨R’⟩ }� �

または，� �
SELECT ?property WHERE { ⟨R’⟩ ?property ⟨R⟩ }� �

で求められる．

また，上記二つのクエリから抽出された知識が持つ関係を Pとする時，新たに抽出され

る情報は「関係 Pを持つ domainと rangeの組」である．したがって，文章 Dに対して

拡張できる情報は，� �
SELECT ?isValue ?hasValue WHERE { ?isValue ⟨P⟩ ?hasValue }� �

で求められる．これにより，選択文章から抽出した知識がもつ関係を保存した，新たな知識

を抽出することができる．

3.6 絞 り 込 み

3.5 節において結果が一定以上の場合は，リソースのカテゴリによって絞り込みを行う．

例えば，図 3 において，ある内容語を Resource1 とする時，関連語より関係 P が取得で

きるとする．この時，拡張できる情報は前節で述べたように，「関係 P を持つ domain と

rangeの組み」である．SPARQLクエリによって Linked Dataから得られた結果リソース

を，図 3で示す R群（グループαとグループβの和）とする．この R群が多量であった場

合，Resource1 のクラスを取得．図 3 においては Resource1 はクラス B に所属するため，

結果リソースの内クラス Bに所属するグループαのみが抽出される．

3.7 表 示

抽出された知識を表現する際，表示には対象プロパティPのラベルを用いる．ラベルの取

得には以下のクエリを用いた．� �
SELECT ?hasValue WHERE { ⟨P⟩ rdfs:label ?hasValue }� �

ラベルの定義がなされていないプロパティについては，プロパティの名前をそのまま利用し

た．このラベル Lを用いて，抽出した知識以下の形式で表示する．

L of isValue(domain) is hasValue(range).

図 3 カテゴリによる絞り込み
Fig. 3 Narrow down based on category

4. ケーススタディ

Wikipediaの Supermarine Spitfireの項目⋆1 において，図 4に示す反転部分がユーザの

興味を持った箇所とする．この時，内容語を抽出するためにW (n)を求めと，W (n)値の上

位 10項目は表 1のようになる．

したがって，分散値 W (n) を最小とする「Spitfire」が選択部分の内容語となる．なお，

DBpediaの Spitfireの項目⋆2 には Spitfireについての具体的な記述はなく，代わりに以下

の下線部に示すように，Supermarine Spitfireを参照するようにとの記述がなされている．

⟨rdf:Description rdf:about="http://dbpedia.org/resource/Spitfire"⟩
⟨dbpprop:redirect
rdf:resource="http://dbpedia.org/resource/Supermarine Spitfire"/⟩
⟨/rdf:Description⟩

⋆1 http://en.wikipedia.org/wiki/Supermarine Spitfire

⋆2 http://dbpedia.org/data/Spitfire.rdf
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図 4 Wikipedia の Supermarine Spitfire のページ
Fig. 4 Supermarine Spitfire’s page of Wikipedia

よって，内容語が「Spitfire」の時，参照 RDFファイルは Supermarine Spitfire.rdf⋆3と

なる．この時，関連の強さおよび重要度を表わすK(nk, nl)値の上位 10項目は表 2のよう

になる．

したがって，内容語「Spitfire」に対する関連語は，K(nk, nl)を最大とする「fighter」と

なる．以下に，Supermarine Spitfire.rdf内の三つ組に，関連語「fighter」を含むもの一部

を掲載する．

⋆3 http://dbpedia.org/data/Supermarine Spitfire.rdf

表 1 選択部の W (n) 値の上位 10 項目
Table 1 W (n) top 10

名詞 出現回数 W (n) 値
spitfire 6 4.305

fighter 5 20.18

hurricane 3 266.24

aircraft 3 366.06

supermarine 2 506.25

british 2 3192.25

war 2 4032.25

designer 2 5402.25

chief 2 5402.25

battle 2 7656.25

表 2 選択部の K(nk, nl) 値の上位 10 項目
Table 2 K(nk, nl) top 10

内容語 名詞 K(nk, nl) 値
spitfire fighter 7.440362423916648

spitfire hurricane 5.447489751833141

spitfire aircraft 5.447489751833141

spitfire r 5.160012695170857

spitfire raf 4.649187071404865

spitfire air 4.243721963296702

spitfire battle 4.041012868497678

spitfire speed 4.041012868497678

spitfire supermarine 4.041012868497678

spitfire british 4.041012868497678

⟨rdf:Description rdf:about="http://dbpedia.org/resource/No. 79 Squadron RAAF"⟩

⟨dbpprop:aircraftFighter xmlns:dbpprop="http://dbpedia.org/property/"

rdf:resource="http://dbpedia.org/resource/Supermarine Spitfire"/⟩⟨/rdf:Description⟩

⟨rdf:Description rdf:about="http://dbpedia.org/resource/RAF Fighter Command"⟩
⟨dbpprop:aircraftFighter xmlns:dbpprop="http://dbpedia.org/property/"

rdf:resource="http://dbpedia.org/resource/Supermarine Spitfire"/⟩⟨/rdf:Description⟩

⟨rdf:Description
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rdf:about="http://dbpedia.org/resource/No. 302 Polish Fighter Squadron"⟩
⟨dbpprop:equipment xmlns:dbpprop="http://dbpedia.org/property/"

rdf:resource="http://dbpedia.org/resource/Supermarine Spitfire"/⟩
⟨/rdf:Description⟩

⟨rdf:Description rdf:about="http://dbpedia.org/resource/No. 457 Squadron RAAF"⟩
⟨dbpprop:aircraftFighter xmlns:dbpprop="http://dbpedia.org/property/"

rdf:resource="http://dbpedia.org/resource/Supermarine Spitfire"/⟩
⟨/rdf:Description⟩

なお，該当 RDF が関連語「fighter」を含まない場合は，図 2 のアルゴリズムに従って

K(nk, nl)値が次に高い「aircraft」を新たに関連語とする．内容語リソース RDFがすべて

の関連語を一度も含まない場合，W (n)値が「Spitfire」の次に高い fighterが内容語となり，

fighterに対しての K(nk, nl)値を計算し直し，以下同じ手順が続く．

この例では，内容語リソースの RDFデータが関連語を含んでいたため，行列 T は以下

のように表わせる．

T =

 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0


この行列は，3.4節で述べた条件 (

∑
T1j ≥

∑
T0j) ∧ (

∑
T1j ≥

∑
T2j)を満たす．した

がって，内容語をリソース，関連語を含むプロパティ

http://dbpedia.org/ontology/aircraftFighter

を関係として，知識の抽出を行う．

すなわち，この文章から抽出される知識は「Supermarine Spitfire に対して関係

aircraftFighterをもつ domainまたは range」である．この時 SPARQLクエリは，� �
SELECT ?isValue

WHERE { ?isValue ⟨http://dbpedia.org/ontology/aircraftFighter⟩
⟨http://dbpedia.org/resource/Supermarine Spitfire⟩ }� �

または，� �
SELECT ?hasValue

WHERE { ⟨http://dbpedia.org/resource/Supermarine Spitfire⟩
⟨http://dbpedia.org/ontology/aircraftFighter⟩ ?hasValue }� �

となる．

これらのクエリはエンドポイントを通り，いくつかの結果を得る．ここで，表示のために

プロパティのラベルを求める．SPARQLクエリは以下の通りである．� �
SELECT ?hasValue

WHERE { ⟨http://dbpedia.org/ontology/aircraftFighter⟩
rdfs:label ?hasValue }� �

これにより，プロパティaircraftFighterのラベル「aircraft fighter」を取得する．結果，

以下の知識（抽出されたものの一部を掲載）がユーザに提示される．

aircraft fighter of No. 303 Polish Fighter Squadron is Supermarine Spitfire.

aircraft fighter of No. 453 Squadron RAAF is Supermarine Spitfire.

aircraft fighter of No. 457 Squadron RAAF is Supermarine Spitfire.

aircraft fighter of RAF Fighter Command is Supermarine Spitfire.

次に拡張情報として，「aircraftFighterという関係を持つリソースの組」を得る．この

質問に対する SPARQLクエリは，� �
SELECT ?isValue ?hasValue WHERE { ?isValue

⟨http://dbpedia.org/ontology/aircraftFighter⟩ ?hasValue }� �
となる．

クエリはエンドポイントを通じて，結果，以下の知識（抽出されたものの一部を掲載）を

得，ユーザに提示される．

aircraft fighter of United States Air Force is F-16 Fighting Falcon.

aircraft fighter of Turkish Air Force is F-16 Fighting Falcon.

aircraft fighter of 53d Test and Evaluation Group is F-16 Fighting Falcon.
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aircraft fighter of Air National Guard is F-16 Fighting Falcon.

（以上に示す実験結果は 2010年 12月 24日現在のWikipedia，DBpediaの資源に基づ

くものである．）

5. お わ り に

本研究では，ユーザが興味をもった文章から，その文章の内容を最もよく表わしていると

考えられる名詞を抜き出し（内容語と呼ぶ），内容語と強い関係を持つその他の名詞を関連

語と読ぶ．そして，内容語と関連語の間にある関係を Linked Dataを用いて抽出・提示する

ことを提案した．また，そのようにして抽出した関係を持つ別のリソースを，Linked Data

を用いて取得することにより，ユーザの興味に沿った情報拡張を行うことも提案し，その有

用性を実データを用いて示した．

今後の課題として，現在の方法では選択された文章が著しく短かった場合，いかにして適

切な内容語および関連語を見つけることが挙げられる．ユーザが興味を持つ文章が短文にな

ることも多く，今後改良しなければならない問題である．また，現在は内容語と関連語の関

係を見つけるのに，DBpediaの参照 RDFデータに対して線形探索をしているにすぎない．

そのため，内容語や関連語が RDFファイルに含まれないような単語であった場合，有益な

情報を取得することができない．今後はこのような場合でも，有益な情報を取得することが

可能になるような手法に改良していくことが必要と考える．さらに，本研究で提案した手法

の有用性の評価方法の検討と評価実験を行うことも重要であり，今後対処すべき課題として

進めていくつもりである．
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